
 
 
 
開会式（芸術館 学芸の森ホール） 24 日（土）13：50～14：30 
 
ご挨拶                    

日本音楽教育学会会長 今 田 匡 彦 
    東京学芸大学学長 佐々木 幸 寿 

     第 57 回大会実行委員長 中 地 雅 之 
 

 
オープニング・コンサート 
 
箏曲合奏 
《月彩》2026 作曲：米川敏子 作調：生田美子（作調初演） 

箏 Ⅰ 研箏会五代目家元 米 川 敏 子 
箏 Ⅰ・Ⅱ  研箏会常任理事 野 口 敏 翠 

箏 Ⅱ   東京学芸大学 石 川 敏裕司 
十七絃  研箏会常任理事 岡 崎 敏 優 

ピアノ  東京学芸大学 生 田 美 子 
打楽器 東京学芸大学学生 坂 本 美 帆 

 
合唱  

《さくら》 日本古謡       編曲：武満 徹 
《合唱》  詩：谷川俊太郎 作曲：松下 耕（新作初演） 

                 東京学芸大学音楽教材研究ゼミ 
 

＊オープニング・コンサートの実施に際して， 
東京学芸大学アート・アスレチック教育センターCAAAE の協賛を得ています。 

 
 
 
 
 
 
シンポジウム（芸術館 学芸の森ホール） 24 日（土）14：40～16：30 

グローバル化社会における音楽教育を考える 
―海外からみた日本の音楽教育― 

パネリスト：    ミュンヘン音楽・演劇大学 DDDr. Wolfgang Mastnak 
元 ISME 理事・元東京学芸大学・元国立音楽大学 塩 原 麻 里 

元 JIC 海外協力隊 シリア・ルワンダ派遣 赤 星 光 江 
共愛学園前橋国際大学 八 桁 由布樹 
東京学芸大学大学院生 李   芸 蕾 

   コーディネーター・司会：        東京学芸大学 中 地 雅 之 
 

開 会 式 

実 行 委 員 会 企 画 

グローバル化社会における音楽教育を考える 

―海外からみた日本の音楽教育― 



 
 
 
プロジェクト研究（S410） 25 日（日）13：30〜15：00 

音楽教育の未来を創造する 
―社会学・美学とともに考える音楽教育学の学術的意義― 

弘前大学 今 田 匡 彦 
関西学院大学 奥 村   隆 

名古屋大学 秋 庭 史 典 
愛知教育大学 新山王 政 和 

 
 
 
 
 
研究発表Ａ（S201） 24 日（土）９：30～13：00 

司会：飯村諭吉（淑徳大学）・杉田政夫（福島大学） 
Ａ－１ 教科における探究的な学びはいかにして可能か 

―実践音楽科の実際を通して― 
富山国際大学 湯 澤   卓 

２ 演劇空間におけるリトミックが起こした革新 
―小山内薫によるダルクローズ・リトミックの初期受容― 

大阪大学大学院生 井 上 美 佳 
３ 日本におけるアートベース・リサーチ（ABR）の受容と展開 

―音楽教育／ダンス教育への応用可能性を探る― 
エリザベト音楽大学大学院生 沖 中 春志郎 

４ 戦前期の音楽教師たちによる「農村部の音楽教育」をめぐる議論 
―「全国訓導（音楽）協議会」における発表内容に着目して― 

京都教育大学 樫 下 達 也 
５ 大正期から昭和初期の浜松における音楽教育の一端 

―小学校教員・三輪桂作と音楽教育― 
立命館大学 丸 山   彩 

６ 音楽教育における教育批判言説の歴史研究 
―「遅れ」のレトリックの系譜と変容― 

栃木県立高根沢高等学校 庄 司 健 人 
７ 音を語り合い，朗読する場の分析 

―第三回ワークショップ〈てつがくオンガクかふぇ〉の実践から― 
弘前大学大学院生 西 野 亜 唯 

 
研究発表Ｂ（S202） 24 日（土）９：30～13：00 

司会：伊藤真（広島大学）・小林田鶴子（神戸女子大学） 
Ｂ－１ 音楽科教育における形式主義の批判と転回 

―カントの趣味判断論と「よく聴く」ことの規範性― 
エリザベト音楽大学 長谷川   諒 

 

研 究 発 表（口頭発表） 

 

常 任 理 事 会 企 画 

 



２ 1920～30 年代パリにおけるリトミック教育の文化空間 
―日本人音楽家・留学生が接したリトミックをめぐって― 

北海道教育大学 長 尾 智 絵 
３ 19 世紀末のアメリカにおけるピアノ教育 

―ニューイングランド音楽院のピアノ教材の変遷― 
お茶の水女子大学大学院生 中 谷 路 子 

４ 北海道内の旧制実業学校における校歌の制定とその継承 
小樽商科大学 須 田 珠 生 

５ モーリス・ドラージュ作品の独自性 
―ドラージュ編曲ラヴェル《弦楽四重奏》ピアノ連弾版の作曲技法分析からの考

察― 
滋賀短期大学・奈良女子大学大学院生 柚 木 たまみ 

６ こどものうたに着目した文化的多様性に応じる初等教育教員養成の試み 
―外国につながる児童と日本人児童の交流会実践を通して― 

共愛学園前橋国際大学 八 桁 由布樹 
７ AI を活用した音楽教育における創造性に関する系統的文献考察 

慶熙大学校 イ・ジエ  
 
研究発表Ｃ（S203） 24 日（土）９：30～13：00 

司会：古山典子（福山市立大学）・早川倫子（岡山大学） 
Ｃ－１ 子どもの音との関わりを見とる視点としてのマイクロスリップ概念の検討 

―保育学的文脈における有効性と課題― 
兵庫教育大学 藤 尾 かの子 

２ 音楽的表現における幼児の手指先の動きに関する定量的分析 
常葉大学 佐 野 美 奈 

３ 保育における英語の歌あそびの実践 
―その意義とパイロットケースの検討― 

小田原短期大学 前 田 奈 緒 
長崎大学 西 田   治  

４ 母語獲得様式と第二言語習得様式の比較に基づく音楽構造処理モデルの提案 
―入力条件と構造処理の関係に着目して― 

京都市立京都堀川音楽高等学校 上敷領 美 絵 
５ 音楽科の「郷土」に関する授業論の検討 

―地域文化を対象とした授業分析を通じて― 
小田原短期大学・東京学芸大学大学院生 山 本 美季子 

６ 和太鼓が乳幼児にもたらす感覚と表現（２） 
―障害を持つ子どもたちと和太鼓の関わり― 

東京成徳大学 長 野 麻 子 
東京成徳大学 味 府 美 香 
東京成徳大学 小 田 もゆる 

７ 「月の桂」のうた（謡・歌）をめぐって 
―「羽衣」（謡曲）と「半月」（韓国の童謡）における〈桂〉とは― 

愛知教育大学名誉教授 村 尾 忠 廣 
 
 



研究発表Ｄ（S301） 24 日（土）９：30～13：00 
司会：石上則子（元東京学芸大学）・山中文（椙山女学園大学） 

Ｄ－１ 小学校音楽科における児童・音楽家・教師と ICT による協働型コミュニケーショ

ン 
東京学芸大学大学院生 森   美 里 

合同会社 nozokimi 尾 崎 勇 太 
合同会社 nozokimi 氏 木 大 地 

２ 『源氏物語』の世界を音楽から眺める 
―国語科と芸術科で連携した高等学校の実践― 

東京学芸大学附属高等学校 居 城 勝 彦 
３ 教員養成課程における合唱用ルーブリックの開発 

―音楽的側面と社会的側面からみた観点設定の試み― 
柴田学園大学 諏 訪 才 子 

４ イメージに着目した〈歌唱と音楽づくりの一体化〉 
―直接経験を起点とした「追体験」の試み― 

千葉大学大学院生・聖心女子学院初等科 勝 見 亜也子 
横浜国立大学附属横浜小学校 速 水 麗 未 

５ 小学校音楽科における社会情動的学習（SEL）の構造 
―学習指導要領解説「目標及び内容」の分析― 

川崎医療福祉大学 永 田 美奈子 
６ 子どもの音響認識に基づいた探究型音楽科授業方法の開発 

琉球大学 德 富 健 治 
７ プレイフル・ミュージック・ラーニング 

―不確実な社会における，遊びと探究を込めた音楽科教育の構築― 
神奈川県大和市立光丘中学校 平 石 孝 太 

 
研究発表Ｅ（S302） 24 日（土）９：30～13：00 

司会：井本美穂（岡山理科大学）・山下世史佳（就実大学） 
Ｅ－１ 我が国における伴奏教育史（２） 

―1960 年以降に来日した欧州の著名伴奏ピアニスト（歌曲分野）からの影響― 
昭和女子大学 赤 塚 太 郎 

２ 生成 AI 音楽創作授業における構造化プロンプト支援の可能性と課題 
―音楽科と情報科教育の協働による「音楽 Ⅰ」の比較実践― 

東京都立調布南高等学校 片 野 響 子 
山梨大学 稲 垣 俊 介 

３ 瞽女さんになってみた 
―門付け実践の試みから音楽教育的社会的意義を見つめる― 

新潟大学 伊 野 義 博 
名古屋音楽大学 黒 田 清 子 

長岡市立越路小学校 平 出 久美子 
４ 自己を認識し，他者との対話により学びの深まりへとつなげる創造的な表現活動

の題材開発 
―教科横断型リフレクションシートの活用とメタ認知の視点を通して― 

広島大学附属三原中学校 井 上 翔 太 
 



５ 音楽科における批判的思考力の育成 
―器楽アンサンブルにおける思考の働きと生徒間の相互作用に着目して― 

東京学芸大学大学院生 稲 田 啓 人 
６ 音楽的思考を促す問いと発問の研究 

―熟練教師の実践の分析を通して― 
国立音楽大学大学院生 岡 田   海 

７ 中学校音楽科の歌唱における音取りに関する研究 
―学習形態の違いに着目して― 

千葉大学大学院生 下瀬川 桜 代 
 
研究発表Ｆ（S303） 24 日（土）９：30～13：00 

司会：千葉修平（エリザベト音楽大学）・近藤真子（文教大学） 
Ｆ－１ 生徒が主体となって学べる伝統文化の実践的学習 

―歌舞伎の制作過程を体験するプログラムの実践― 
お茶の水女子大学附属中学校 向 田 瑞 貴 

２ 総合大学における「音楽史」の授業の有効性を課題 
―「ポピュラー音楽」の観点の導入を踏まえて― 

玉川大学 今 野 哲 也 
３ 音楽を「環境」として捉える音楽鑑賞学習の提案 

―アフォーダンス理論と授業実践（言語・描画・身体）の分析から― 
東京学芸大学大学院生・北海道星置養護学校 笹 谷 幸 代 

４ 自由即興演奏の教育的意義の検討 
―音楽的学びの拡張可能性に着目して― 

広島大学 寺 内 大 輔 
５ サウンド・エデュケーションにおける音探索活動の役割 

―環境音の聴取に着目して― 
弘前大学大学院生 小笠原 彩 乃 

６ サウンド・エデュケーションを経験した保育者にみる音楽観の変容 
名古屋市立大学大学院生 南 谷 悠 子 

７ 中学校音楽科における音日記実践の分析 
―サウンド・エデュケーションの視点から― 

名古屋市立大高中学校 石 田 大 浩 
 

研究発表Ｇ（S305） 24 日（土）９：30～13：00 
司会：藤井康之（奈良女子大学）・浅間里華（流山市立江戸川台小学校） 

Ｇ－１ イギリスの音楽テキストにおけるアクティブ・リスニングの発展性 
―初等学校における表現を通した聴取技能の育成― 

神戸女子短期大学 小松原 祥 子 
２ 小学校における「日本や世界の音楽に親しむ」の指導に関する研究 

―第６学年「和歌を詠み，おことで音楽をつくろう」の実践を通して― 
京都市立開睛小中学校 小 川 豊 子 

３ 文化的リズム活動としてのフォークダンスの教材化 
―音楽科における学びと遊びの接点に着目して― 

広島女学院大学 森 保 尚 美 
 



４ 音楽科の創作指導における発見学習の再評価 
―創造的音楽学習の特徴を踏まえて― 

北海道教育大学札幌校 石 出 和 也 
５ 心理的安全性に着目した音楽科授業の指導法に関する研究 

―小集団活動に焦点を当てて― 
郡上市立吉田小学校 村 山 佑 菜 

６ 音楽科授業における常時活動の有効性 
―体を動かす活動を軸とした知覚・感受の変容に着目して― 

鹿嶋市立高松中学校 大 場 拓 哉 
７ 高等学校芸術科（音楽）の創作分野における探究学習モデルの開発と検証 

―「概念型探究」のアプローチと「逆向き設計」論の視点から― 
北海道羽幌高等学校 小 山 知 倫 

 
研究発表Ｈ（S206） 24 日（土）９：30～12：30 

司会：石井ゆきこ（文教大学）・新山王政和（愛知教育大学） 
Ｈ－１ 生成 AI を介した児童の音楽的な学びの深まり 

―自動作曲アプリを使った音楽鑑賞授業の分析を通して― 
国立音楽大学 瀧 川   淳 

荒川区立尾久宮前小学校 齋 藤 英里香 
２ 拍節感と読譜をつなぐリズム指導の実践 

―言語リズムを活用したチャンキング過程に着目して― 
千葉大学 竹 内 由紀子 

３ 創作分野におけるエレクトロニック・ダンス・ミュージックの教材性 
―評価方法の検証とともに― 

東京学芸大学教職大学院生 中 尾 遥 樹 
４ 学校教育における鑑賞領域に「体を動かす活動」を導入する意義と可能性 

―エミール・ジャック＝ダルクローズの理念に基づいて― 
東京藝術大学大学院生 張   雨 喬 

５ 中学校音楽科における「質問の型」を用いた協働的メタ認知 
―「ピア質問法」の考え方に基づいた生徒同士の問答に着目して― 

広島文化学園大学 田 口 有 志 
６ 即興における「モデル」概念をめぐる研究史的検討 

―音楽学習研究への展開を中心に― 
東京純心大学 田 中   路 

 
研究発表Ｉ（S403） 24 日（土）９：30～12：30 

司会：寺田貴雄（北海道教育大学札幌校）・仙田真帆（鳥取短期大学） 
Ｉ－１ 中学校音楽科における範唱を活かした歌唱指導 

東京学芸大こども未来研究所 藤 原   改 
２ 音楽鑑賞における「聴き方」を支援する教師の働きかけ 

―認知的過程の観点から― 
川崎市立西生田小学校 徳 田   崇 

 
 
 



３ 小学校学級担任による音楽を用いた実践の意義 
―オペラやミュージカルを用いた特別活動に取り組んだ元教員へのインタビュ

ーをもとに― 
広島大学 武 島 千 明 

４ 生成された音楽に対する関わり方についての一考察 
―小学校音楽科における偶然性を介在させた音楽づくり授業より― 

和歌山大学教育学部附属小学校・広島大学大学院生 北 川 真里菜 
５ 「音楽とは何か」を問う哲学対話の実践 

―中学校音楽科における発話の分析― 
広島大学大学院生 北 村 慎 祐 

６ 高等学校音楽教科書におけるミュージカル教材に関する一考察 
―1960 年代から現在に至るまでの掲載作品の分析を通して― 

大阪府立福泉高等学校 北 村 優 佳 
 

研究発表Ｊ（S404） 24 日（土）９：30～13：00 
司会：桐原礼（信州大学）・今川恭子（聖心女子大学） 

Ｊ－１ 鑑賞授業の誤解が創作活動のきっかけを奪う？ 
―ベートーヴェンに「耳の病気」を聴く“誤解”を例に― 

元玉川大学 野 本 由紀夫 
２ 無理なく創造性を育む音楽づくりの材と活動 

―ブルース形式 (Twelve-bar blues) の教材性― 
滋賀大学教育学部附属小学校 矢 吹 雄 介 

３ 少人数レッスンを通した児童の自己省察とその後の取り組みの変容 
―インタビューによる児童の語りを中心に― 

茨城キリスト教大学・東京藝術大学 深 井 愛記音 
４ 音楽科と生活科を関連させた実践における表現の発展過程 

―表現と子どもの内面との関わりに着目して― 
畿央大学 髙 橋 詩 穂 

５ 合唱活動の充実と well-being に関する研究（３） 
―小中学生の尺度モデル構成・調査結果の分析を通して― 

山口大学 高 橋 雅 子 
６ サンプリングを基盤とした創作活動の教育的意義 

―音楽観の広がりと構成理解の深化の観点から― 
広島大学附属東雲中学校 甫 出 頼 之 

７ 学校吹奏楽における新たな評価の方向性 
―主体性・関係性・意味づけの生成に着目して― 

弘前大学 清 水   稔 
 

研究発表Ｋ（S405） 24 日（土）９：30～12：30 
司会：駒久美子（千葉大学）・林睦（滋賀大学） 

Ｋ－１ 小学校音楽科表現領域におけるイメージを大切にした「音楽づくり」の実践研究 
―協働的な学びを通して音楽的な創造性を育む授業デザインの構想― 

群馬県渋川市立豊秋小学校 高 橋   弓 
群馬大学 吉 田 秀 文 

 



２ 考古学と音楽教育の連携 ５ 
―教科等横断型授業の分析― 

国立歴史民俗博物館 中 村 耕 作 
國學院大學栃木短期大学 早 川 冨美子 

新潟市立鎧郷小学校 渡 辺 ゆみ子 
３ オペラの上演プロセスモデルに基づく鑑賞教育 

―劇場鑑賞教室に焦点を当てた事前・事後学習の構想― 
東京学芸大学 結 束 麻 紀 

４ STEAM 教育における音楽科の教育的意義 
―身体を通した経験と創作活動に関するインタビューから― 

文京区立礫川小学校 春 名 知 子 
５ イギリスの GCSE Music における作曲領域の位置付け 

―４つの試験の評価の傾向分析をもとに― 
鹿児島女子短期大学 水 谷 いつみ 

６ 音楽科教育における思考力・判断力・表現力の深化 
―長島真人「音楽科教育実践学の構想」を読み解く― 

徳島市大松小学校 島 田 郁 子 
 

研究発表Ｌ（S201） 25 日（日）９：00～12：00 
司会：津田奈保子（大阪芸術大学）・南谷悠子（鈴鹿大学） 

Ｌ－１ 身体性に着目した『春の海』の鑑賞の可能性 
―より豊かに味わい，共有するために― 

つくば市立みどりの学園義務教育学校 菊 池 康 子 
２ 音楽演奏者の特性不安と状態不安の評価 

東京大学大学院生 髙 木 咲 恵 
産業技術総合研究所 吉 江 路 子 

３ 演奏不安への対処方略の類型化に向けた予備的検討 
東京学芸大学 入 江 菜々子 

４ 音遊びから合奏へとつなげる実践的試み 
―０歳から始まる接続の構想に向けて― 

玉川大学 伊 原 小百合 
聖心女子大学 今 川 恭 子 

５ 保育者は音楽的な保育実践力量をどのように身に付けていくのか（３） 
―園長へのインタビューから見る同僚性と園文化の構築過程― 

高田短期大学 山 本 敦 子 
６ 中学校音楽科における身体性の理論の応用 

―「からだメタ認知」を応用した実践の分析と考察― 
墨田区立桜堤中学校 大 堀 さ ち 

 
研究発表Ｍ（S202） 25 日（日）９：00～12：00 

司会：津田正之（国立音楽大学）・山口亮介（常葉大学） 
Ｍ－１ 教員養成教育におけるミニマル・ミュージックの原理に基づいたピアノ即興 

―「反復」と「ずれ」による諸能力の向上― 
東京学芸大学 生 田 美 子 

 



２ 中学校における創作活動を取り入れた日本音楽の授業の検討 
―雅楽《越天楽》および武満徹《秋庭歌》をもとにした創作指導の提案― 

千葉大学教育学部附属中学校 榎 本 深 雪 
千葉大学 本 多 佐保美 

東京女子大学 大 家 まゆみ 
３ 音楽科授業における言語マイノリティ生徒の参加と関係形成のプロセス 

―周辺的参加から主体的参加への移行と居場所形成― 
福島県公立高校 大 越 良 子 

東京大学大学院情報学環 阿 高 あ や 
福島大学 杉 田 政 夫 

４ 芸術的市民権の再編としての音楽系部活動の地域移行 
―福島県における公共性と相互音楽的ケアの循環― 

東京大学大学院情報学環 阿 高 あ や 
東京大学大学院生 渡 邊   拓 

福島大学 杉 田 政 夫 
５ 『師範音楽 本科用巻一』における下総皖一の日本音階の特徴 

鳥取大学 鈴 木 慎一朗 
６ 「音楽を教える人」のライフヒストリー（２） 

―小学校音楽科教師への聞き取り調査を通して― 
静岡大学 石 川 眞佐江 

 明星大学 越 山 沙千子 
福山市立大学 古 山 典 子 
奈良女子大学 藤 井 康 之 
共立女子大学 村 上 康 子 

 
研究発表Ｎ（S203） 25 日（日）９：00～12：30 

司会：寺内大輔（広島大学）・川村有美（三重大学） 
Ｎ－１ 弾き歌いへのモチベーションを高める指導法の検討 

―多様な伴奏楽器の活用可能性― 
目白大学 小 林 恭 子 

２ 口腔筋機能療法（MFT）を応用した管楽器教育の研究 
―口腔機能測定に基づく指導プランの試行― 

岐阜大学 松 浦 光 男 
東京藝術大学 横 田 揺 子 

３ 科学館における子ども向け音楽ワークショップ 
―「つくってみよう電子楽器・電子音楽」の実践― 

京都教育大学 増 田 真 結 
京都教育大学 樫 下 達 也 

大阪市立科学館 上 羽 貴 大 
４ 「コミュニティミュージシャン」とは何か？ 

―学校と地域の協働による持続可能な音楽教育実践モデルの構築に向けて― 
関西福祉科学大学 藤 山 あやか 

音楽教育ラボネットワーク 小 川 昌 文 
 
 



５ 教員養成課程における学生の音楽リテラシーの実態 
―〔共通事項〕の指導方法に観る「音楽の思考・知」― 

帝京大学 田 﨑 教 子 
６ 音楽アウトリーチ活動の創出過程における実践者の変容 

―実践者のオートエスノグラフィーの分析を通して― 
福岡教育大学 川 上 健太郎 

７ 発達障害児へのピアノレッスンにおける「いろおんぷ」メソッドの活用 
―NMT の視点からみた視覚的手がかりと生活上の行動変化― 

大阪公立大学大学院生 島 本 淳 子 
 

研究発表Ｏ（S301） 25 日（日）９：00～12：30 
司会：野本由紀夫（元玉川大学）・伊野義博（新潟大学） 

Ｏ－１ 特別支援学校での「まもりうた」プロジェクト 
―滋賀大学教育学部附属特別支援学校での実践を中心に― 

DA/LEDA 松 岡 久仁子 
滋賀大学 林     睦  

２ 『教育音楽』における特別支援教育に関する指導事例の変遷 
―2004 年から 2024 年までの分析を通して― 

広島大学附属東雲中学校 松 下 友 紀 
３ 演奏会における発達障害へのアクセシビリティの実態 

―演奏会主催者へのインタビュー調査― 
明治学院大学大学院生 中 村 友 美 

４ 個を活かした集団での協働的な舞台創造に関する考察 
―知的障害特別支援学校中学部での学習発表会の実践を通して― 

東京学芸大学附属特別支援学校 松 田 愛理子 
５ 誰もが楽しめる音楽の場づくりの実践 

―滋賀大学教育学部附属音楽教育支援センターおとさぽのコンサート― 
滋賀大学 林     睦 

６ 学校で能の授業を受けた生徒は何を学んだか？ 
―伝統音楽のよさを考えるために― 

上越教育大学 玉 村   恭 
７ ガムラン活動を通じた知的障害生徒の共創的学びの創出 

高知大学 金   奎 道 
 

研究発表Ｐ（S302） 25 日（日）９：00～12：00 
司会：高橋雅子（山口大学）・疇地希美（同朋大学） 

Ｐ－１ 声と身体を通した学びにみる自己変容と指導の本質 
―リカレント教育における声楽と日伊の音楽学習を通して― 

東邦音楽大学 藤 川 英 子 
２ ベートーヴェン交響曲のピアノ連弾から獲得できる「交響的視点」 

―ピアノソナタの演奏解釈の深化と教材としての有効性の考察― 
ベートーヴェン学術実践研究会 深 井 尚 子 

北海道教育大学岩見沢校 二 宮 英美歌 
 
 



３ 言語に配慮した音楽科授業に関する教員養成課程の学生の意識 
―日独比較を通して― 

広島大学 伊 藤   真 
ジーゲン大学 鈴 木   慧 

ジーゲン大学 クラウゼン，ベルント 
４ 再配布された音地図を用いた音楽創作経験の検討 

―他者の聴取経験を読み替える過程に着目して― 
北海道教育大学岩見沢校 金 崎 惣 一 

５ 江差追分の稽古における教授行為と子どもの学び（１） 
北海道教育大学札幌校 寺 田 貴 雄 
北海道教育大学札幌校 小 林 美貴子 

６ 近代フランス音楽のオマージュ作品の教材的価値：HーAーYーDーN の変容 
―ラヴェル・ドビュッシー・デュカスの比較研究とソルフェージュ創作の実践― 

北海道教育大学岩見沢校 二 宮 英美歌 
 

研究発表Ｑ（S303） 25 日（日）９：00～12：30 
司会：菅道子（和歌山大学）・磯田三津子（埼玉大学） 

Ｑ－１ 小学校と短大の連携による表現活動交流会の試み 
―2006 年度から 2026 年度の 20 年間の実践を通して― 

國學院大學栃木短期大学 早 川 冨美子 
栃木市立小野寺小学校 櫻 井 由美子 

２ 教員養成課程における能の仕舞の授業から見直す地謡の役割 
―シテと地謡の謡の速度変化に着目して― 

北海道教育大学 中 西 紗 織 
３ 協働的な表現活動の中で学習エネルギーはいかに生成されるか 

―保育者養成における表現発表会のプロセス分析― 
駒沢女子大学 山 本 双 葉 

４ 難聴のある児童生徒は音楽の授業で語ることができるか 
―インクルーシブ教育におけるポストコロニアル的構造― 

淑徳大学 外 崎 純 恵 
５ 認知症カフェ（オレンジカフェ）における音楽療法の活動 

―地域に根差した活動を目指して― 
就実大学 山 下 世史佳 

６ フリースクールにおける音楽活動に関する実践的研究 
―「コミュニティ音楽療法」の援用を中心に― 

愛友実音楽教室 鎌 田 祥 子 
７ 知的障害特別支援学校音楽科学習指導要領の変遷 

―特別支援学校特有の教育課程構造との関連に着目して― 
埼玉県立特別支援学校さいたま桜高等学園 五十嵐 悠 葵 

 
研究発表Ｒ（S305） 25 日（日）９：00～12：30 

司会：長谷川諒（エリザベト音楽大学）・森薫（埼玉大学） 
Ｒ－１ ウズベキスタンにおける伝統音楽教育の制度化と実践 

―サマルカンド芸術学校におけるフィールド調査を通して― 
神戸大学大学院生・百合学院小学校 田 澤 儀 高 



２ 「トランスクライブ」が学習者固有の即興演奏につながる過程 
―ジャズ・ピアニストへのインタビューから理論的枠組みを生成する― 

東京藝術大学大学院生 北 神 青 樹 
３ 音楽大学におけるプログラムコード生成 AI を用いた AI 教育 

東京都立大学 安 藤 大 地 
４ 生成 AI で「先輩教員」を作る 

―音楽科教員支援ツール「バッハ先生」の実践と可能性― 
東京学芸大学 原 口   直 

５ 三善晃の音楽教育思想における「内的リアリティー」概念の展開 
―音楽教育に関する言説を中心に― 

国立音楽大学大学院生 東 郷 幸 輝 
６ 実践研究論文の要件とカテゴリー設置の意義 

―他学会の動向からの考察― 
長崎大学 西 田   治 

７ ルワンダ共和国における音楽科教育カリキュラム 
―初等教育（Primary 1–3）に注目して― 

鳴門教育大学 日 下 瑶 子 
 
 
 
 
研究発表Ｓ（S304） 24 日（土）11：30～12：30 
＊奇数番号＝11：30～12：00，偶数番号＝12：00～12：30   

座長：小畑千尋（文教大学）・山内雅子（武蔵野音楽大学） 
Ｓ－１ 音楽大学における「門下」 

―組織の内部構造としての役割についての検討― 
名古屋大学大学院生・ピティナ音楽研究所 松 川 亜 矢 

２ 戦前小学校「唱歌」教育における生活文化を取り込んだ簡易楽器指導 
―リズム楽器・旋律楽器・玩具が生み出す雑種的，混淆音楽文化― 

和歌山大学 菅   道 子 
３ 聴覚的空間論を基盤とした「居場所」概念の考察 

―現場の主観的経験から考える新たな場づくりの可能性― 
弘前大学 齋 藤 佑 真 

４ Influence of a conductor’s expressive intention on group cohesion within a choir and the 
quality of the performance 
表現意図のある指揮が合唱団の集団凝集と演奏の質に与える影響 

東京都立大学 堅 田 優 衣 
東京都立大学 北   一 郎 

５ 音楽環境が子どもの認知能力に及ぼす影響 
―育児における音楽と歌唱の活動に着目して― 

ユマニテク短期大学 渡 辺 ユリナ 
ユマニテク短期大学 小 椋 佐奈衣 

６ 保育者の楽器を用いた活動に対する意識と課題 
―都内幼稚園教諭への質問紙調査から― 

共立女子大学 村 上 康 子 

研 究 発 表（ポスター発表） 

 



７ タッピングから拍意識を形成する乳幼児期の音楽的活動 
―共有拍動の萌芽と音楽的同調に着目して― 

湊川短期大学 森   直 子 
８ 星野圭朗による「日本語とリズム」を言語発達の音韻分解からみた一考察 

―『オルフ・シュールベルク理論とその実際』の分析を通して― 
兵庫教育大学大学院生 足 立 幸 代 

９ アコーディオンを活用した保育実践の可能性 
―アコーディオン体験保育者のインタビュー調査から― 

千葉明徳短期大学 大 澤 ちづる 
10 図形楽譜からどのように幼児は音楽をつくるのか 

―ガラクタ楽器の音遊びを通して― 
北海道教育大学大学院生 渡 邉 朋 実 

11 幼児の「音の模倣」にみる他児への応答と変容 
―打楽器を介した５歳児の事例分析を通して― 

兵庫教育大学大学院生 山 内 信 子 
兵庫教育大学 藤 尾 かの子 

12 保育参観において保護者が関心をもつ事項 
―歌唱活動に焦点をあてて― 

神戸松蔭大学 渕 田 陽 子 
13 鑑賞教育に音楽療法的アプローチを導入する意義 

―生徒のメタ認知に焦点あてた音楽聴取― 
今治明徳短期大学 十 河 治 幸 

14 自分にとって価値ある音や価値を生み出す活動の子どもの学びを探る 
―音のないものを小さな音で表す活動の子どものふりかえりを手がかりに― 

淑徳大学 熊 倉 佐和子 
15 小学校における DTMF を用いた ICT×音楽科授業の実践 

―音を情報の組み合わせとして捉える授業提案― 
常葉大学 山 口 亮 介 

富士市立富士第一小学校 加 藤 芹 奈 
16 幼小の音楽的な学びを相互に促進する音楽活動の実践開発 

―オルフ・シュールヴェルクをもとに― 
東京学芸大学 水 﨑   誠 

元東京学芸大学 石 上 則 子 
17 児童による音楽理解の外在化に関する一考察 

―乳児の音楽あそびと小学校音楽科の実践を通して― 
日本女子大学・昭和学院小学校・幼稚園 茅 野   萌 

18 中学校における特別支援学級と通常学級との音楽活動を通した関わり方 
国立音楽大学大学院生 芦 川 恋 花 

19 創造的音楽活動を支える授業環境の研究 
―ヒューマンビートボックスを用いた協働的実践を通して― 

熊本市立必由館高等学校 中 島 千 晴 
20 中学校音楽科における課題や条件の足場としての活用に着目した授業開発 

―カトカトーンを用いた創作活動を通して― 
宮城教育大学教職大学院生 高 橋 ほのか 

 



21 中国の中学校音楽鑑賞授業における教室内インタラクションの研究 
―教師による IRF シーケンスに着目して― 

国立音楽大学大学院生 王     晶 
22 小学校音楽科教科書における絵譜と図形楽譜の役割の考察 

―教育芸術社の教科書を分析することを通して― 
国立音楽大学大学院生 譚     哲 

 
研究発表Ｔ（S304） 25 日（日）11：30～12：30 
＊奇数番号＝11：30～12：00，偶数番号＝12：00～12：30   

座長：笹野恵理子（学習院大学）・市川恵（東京藝術大学） 
Ｔ－１ 明治・大正期における師範学校音楽教員の配置状況 

―変遷表作成による基礎的検討― 
東京音楽大学大学院生 辻   陽 子 

２ サイズと方向の異なる鍵盤楽器演奏における知覚情報利用方略 
―３種の楽器間比較と指導・学習への示唆― 

武庫川女子大学 大 澤 智 恵 
３ 「正解のない問い」に向き合う探究学習の導入アプローチに関する研究 

―コンサートマスター５名へのインタビューに基づいて― 
武蔵野大学 市 川 友佳子 

一般社団法人 Fegfis 友 清 麻樹子 
４ 教員・保育士養成校における音楽の認識と役割 

―保育士・幼稚園教諭・小学校教諭を希望する学生の意識調査より― 
園田学園大学 中 野 圭 子 

東京音楽大学大学院生 辻    陽子 
５ 音高を合わせて歌う練習における自身の声質模倣に対する主観的評価 

高崎健康福祉大学 佐 藤 和 貴 
東北福祉大学 渡 会 純 一 

東北大学 佐 藤 克 美 
６ 感性と論理をどのように組み合わせて学んだかを可視化する「PRUC 分析」 

―音や音楽を題材にした STEAM 教育実践における活動を通して― 
北海道教育大学旭川校 芳 賀   均 
北海道教育大学釧路校 森   健一郎 
愛別町立愛別中学校 加 藤 優 菜 

７ 生涯音楽教育についての考察 
―保育者養成校の学生によるボランティアコンサートによる一考察― 

小田原短期大学 相 原 絵利那 
８ 歌唱指導における喉頭の自己調節機能に関する比較 

―フースラーのアンザッツ理論とミラーの音声科学理論― 
岡山大学 髙 須 裕 美 

９ 地域クラブ活動と中学校部活動で関係者が抱く不安要素の異なる様相 
―異なる属性による意識の違いに注目して― 

愛知教育大学 新山王 政 和 
10 ピアノ学習における親の教育的役割 

―中国のピアノ専攻の学生を対象として― 
国立音楽大学大学院生 陳   筱 旖 



11 小学生を対象としたピアノ指導カリキュラムの研究 
―学習理論に基づくレッスン設計と実践分析― 

エリザベト音楽大学大学院生 佐々木   翠 
12 教員養成系大学における歌曲伴奏指導の実践研究 

―歌い手とピアニストの相互の学び合いに向けて― 
都留文科大学 中 村   仁 

13 今月の歌プランニング 
―学生のプランニング結果から授業で取り扱う楽曲の今後を考える― 

帝京科学大学 飯 泉 祐美子 
帝京科学大学 松 井 晴 美 

14 地域社会にみる社会包摂型アウトリーチコンサートが及ぼす影響 
―子どもの居場所づくりに取り組む場での実践に着目して― 

東京藝術大学 萩 原 史 織 
フェリス女学院大学 船 越 理 恵 

15 小学校高学年の聴覚障害児に対する歌唱指導事例 
―対象児の音の捉え方を重視した実践を通して― 

文教大学 小 畑 千 尋 
16 アレクサンドル・チェレプニンの民族を巡る音楽教育観の異文化的展開 

―４人の日中作曲家の比較を通して― 
エリザベト音楽大学大学院生 趙   崇 博 

17 管楽器の管内環境に関する研究 
―楽器ウォーマー装置による水滴発生抑制効果― 

摂南大学 釣 本 聖 司 
フルテクニカル音楽教室 古 川 和 邦 

18 楽器ウォーマー（ピアノ鍵盤専用及び管弦楽器専用）の研究開発２ 
―楽器ウォーマーで温めた楽器類の『音楽教育現場での実証実験の状況と分析』― 

フルテクニカル音楽教室 古 川 和 邦 
19 中等音楽教育における ICT を取り入れた創作活動の一考察 

―ニュージーランドの政策・研究動向と教育現場における実践から― 
小田原短期大学 時 得 里 彩 

20 AI エージェントを活用した音楽科における ICT 教材の開発可能性 
―初等・中等教育段階に焦点を当てて―  

筑波大学附属桐が丘特別支援学校 荒 木 哲 弥  
香川大学 長 山   弘 

21 音の社会的機能に着目した防災教育アプリの開発と教育的効果  
北海道教育大学旭川校大学院生 盛 田 祥 史 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
共同企画 Ⅰ フォーラム（S201） 24 日（土）14：45～16：15 

学会企画研究中間報告「音楽の教えに携わった人の語り」 
―全国の教師の語りを中心に― 

学会企画研究「インタビュー調査部会」 
文教大学 石 井 ゆきこ 

福山市立大学 古 山 典 子 
奈良女子大学 藤 井 康 之 

拡大インタビュー調査部会員 
聖心女子大学 今 川 恭 子 

 
共同企画 Ⅱ ラウンドテーブル（S202） 24 日（土）14：45～16：15 

声を使用した音楽づくりの可能性 
―小学校と小学校教員養成での実践から― 

元東京学芸大学 石 上 則 子  
墨田区立言問小学校 杉 浦 あずさ 

流山市立江戸川台小学校 浅 間 里 華  
大阪芸術大学 津 田 奈保子  

 
共同企画 Ⅲ ラウンドテーブル（S301） 24 日（土）14：45～15：45 

音楽科における教科横断的アプローチに関する多面的検討 
信州大学 桐 原   礼 
帝京大学 若 谷 啓 子 
明星大学 越 山 沙千子 
山梨大学 小 島 千 か 
新潟大学 伊 野 義 博 

 
共同企画 Ⅳ ラウンドテーブル（S302） 24 日（土）14：45～16：15 

Bordercrossings：新たな創造と可能性が生まれる場（２） 
―子どもの発想・創造をひらく場づくりと教師の構え― 

文教大学 近 藤 真 子 
畿央大学 髙 橋 詩 穂 

熊本市立必由館高等学校 中 島 千 晴 
筑波大学附属小学校 平 野 次 郎 

 
共同企画 Ⅴ ワークショップ（S405） 24 日（土）14：45～16：15 

古川小学校「ふしづくりの教育」が現在の教育界に果たす役割 
―さまざまな実体験を通して― 

広島大学名誉教授 吉 富 功 修 
エリザベト音楽大学 三 村 真 弓 

福岡女学院大学 福 島 さやか 
比治山大学 緒 方   満 

 

共 同 企 画 



共同企画 Ⅵ ラウンドテーブル（S401） 25 日（日）９：00～10：30 
学校教育における音楽の役割と意義 その６ 

―さまざまな即興の広がり― 
エリザベト音楽大学 三 村 真 弓  

東京大学芸術創造連携研究機構 坪 能 由紀子 
千葉大学 駒   久美子 

小郡幼稚園 片 山   遊  
 
共同企画 Ⅶ ラウンドテーブル（S402） 25 日（日）９：00～10：30 

エイサーを他地域で実践する意味 
―幼・小・地域と保育者養成・教員養成の取組みを通して― 

小田原短期大学 山 本 華 子 
洗足学園音楽大学 金 井 公美子 

洗足学園音楽大学名誉教授 澤 田 篤 子 
江戸川大学名誉教授 猶 原 和 子 

 
共同企画 Ⅷ ラウンドテーブル（S405） 25 日（日）９：00～10：30 

富山県民謡「こきりこ」の教材的意義 
―小学校・中学校・大学における「歌／楽器／踊り」の音楽表現～鑑賞の授業実践を通

して― 
川村学園女子大学名誉教授 尾 見 敦 子 

国立音楽大学 浅 田   裕  
埼玉県公立小学校 木 下 喜 子 

郁文館中学校・高等学校 鈴 木 太 一 
金城大学 枝 村 美 夏 

埼玉学園大学 東 元 り か 
 
共同企画 Ⅸ ラウンドテーブル（S406） 25 日（日）９：00～10：00 

移動ド唱法による『転移可能な資質・能力』の育成 
―小・中学生対象のアカペラ実践検証，と絶対音感保持者の視点から― 

常磐短期大学 角 田   葵 
上野学園短期大学 内 田 有 一 

洗足学園音楽大学・ボーカルグループ Nagie Lane 松 原 ヒ ロ 
 
共同企画 Ⅹ ラウンドテーブル（S206） 25 日（日）10：40～12：10 

音楽づくり/創作のための新たなプロジェクト 
―武満 徹の「秋庭歌」をもとに― 

東京大学芸術創造連携機構 坪 能 由紀子 
明治大学 宮 川   渉  
日本大学 鶴 岡 陽 子  

千葉市立土気南中学校 松 崎 真規子 
神戸市立桜の宮小学校 松 下 行 馬 

 
 
 



 
共同企画 XI ラウンドテーブル（S401） 25 日（日）10：40～12：10 

Web アプリケーション「Oto-Musubi」を用いた音楽科授業の構想 
―音や音楽を「集める・つなぐ・共有する」活動がもたらす探究的な学び― 

戸田市立戸田第一小学校 小 梨 貴 弘 
大東文化大学 深 見 友紀子 

㈱アイアール・アルト 門 脇   慎 
㈱アイアール・アルト 佐 藤 真歩子 

 
共同企画 XII ラウンドテーブル（S402） 25 日（日）10：40～12：10 

クリエイティヴ・アーカイヴと音楽教育の接点を探る（２） 
―「子どもたちと世界の音楽をつなぐ」小泉文夫記念資料室の活用― 

東京藝術大学 尾 高 暁 子 
小田原短期大学 大 田 美 郁 

東京学芸大学名誉教授 加 藤 富美子 
名古屋音楽大学 黒 田 清 子 
小田原短期大学 山 本 華 子 

広島大学 権 藤 敦 子 
 
共同企画 XIII ラウンドテーブル（S405） 25 日（日）10：40～11：40 

星野圭朗の功績と音楽教育に与えた影響について 
―その先駆的な実践と今後への示唆― 

神戸女子大学 小 林 田鶴子 
上越教育大学 時 得 紀 子 
東北文教大学 東海林 恵里子 

 
共同企画 XIV ラウンドテーブル（S406） 25 日（日）10：40～12：10 

ウェルビーイングを支える音楽的エージェンシーの育成 
―生涯発達を見据えた音楽リテラシー涵養に向けて― 

実践女子大学 小 坂   光 
大阪市立小学校 土 井 那帆子 

東北大学大学院生 八 木 美 華 
郁文館中学校・高等学校 鈴 木 太 一 

 
共同企画 XV パネルディスカッション（S401） 25 日（日）13：30～15：00 

次期学習指導要領への展望 
―私たちからの「論点整理」― 

佛教大学 高 見 仁 志 
宮崎大学 菅     裕 
信州大学 齊 藤 忠 彦 

国立音楽大学 津 田 正 之 
埼玉大学 森     薫 

 
 
 



 
共同企画 XVI ラウンドテーブル（S402） 25 日（日）13：30～15：00 

比較音楽教育研究の理論的枠組み 
―パラダイム論・翻訳・日独の視点から― 

ジーゲン大学 鈴 木   慧 
広島大学 伊 藤   真 

ジーゲン大学 クラウゼン，ベルント 
 
共同企画 XVII ラウンドテーブル（S405） 25 日（日）13：30～15：00 

なぜ今音楽科でミュージッキングか？ 
―生成 AI や伝統楽器も含むモノと人の関わり合い― 

武庫川女子大学 壽 谷 静 香 
北海道教育大学旭川校 芳 賀   均 
北海道教育大学釧路校 森   健一郎 

北海道教育大学旭川校大学院生 盛 田 祥 史 
東京都板橋区立第十小学校 田 中 優 斗 
北海道愛別町立愛別中学校 加 藤 優 菜 

岡山県立大学 安久津 太 一 
 
共同企画 XVIII ワークショップ（S406） 25 日（日）13：30～15：00 

祭囃子の音楽体験を通した子どもの学び 
―目黒流貫井囃子と小金井市立小学校の協働を事例として― 

山梨学院短期大学 田 邊 裕 子 
武蔵野音楽大学 山 内 雅 子 

小金井市立小金井第一小学校 髙 木 智 美 
目黒流貫井囃子保存会 

東京学芸大学名誉教授 加 藤 富美子 
 
共同企画 XIX ラウンドテーブル（S401） 25 日（日）15：10～16：40 

ポスト・ポスト構造主義の音楽教育 
―生成 AI 時代における〈耳をひらく〉実践とウェルビーイング― 

弘前大学 今 田 匡 彦 
エリザベト音楽大学 千 葉 修 平 

弘前大学 髙 橋 憲 人 
 
共同企画 XX ラウンドテーブル（S402） 25 日（日）15：10～16：40 

ラップ音楽づくりを通した音楽教育の新たな可能性 
―Bordercrossings：ことば・声・リズム・エージェンシー― 

文教大学 近 藤 真 子 
東京都渋谷区立渋谷本町学園 今 井 由 喜 
東京都練馬区田柄第二小学校 荻 野 靖 子 

埼玉市立不動岡小学校 清 水 葉 子 
 
 
 



 
 
共同企画 XXI ワークショップ（S405） 25 日（日）15：10～16：40 

教員のバイ・ミュージカリティをどう育てるか 
―箏曲と民謡を例に― 

武蔵野音楽大学 山 内 雅 子 
武蔵野音楽大学 佐 藤 恩 実 
東京学芸大学 山 口 明 子 

国立教育政研究所 志 民 一 成 
国立音楽大学 津 田 正 之 
東京藝術大学 山 口 裕加奈 

文京区立第八中学校 田那辺 祐 希 
 
共同企画 XXII ワークショップ・パネルディスカッション（S406）  

25 日（日）15：10～16：40 
伝統的な楽器を児童・生徒が体験的に学習する意義と課題 

―尺八とヴァイオリンのワークショップを含むパネルディスカッション― 
 岡山県立大学 安久津 太 一 

広島大学附属三原中学校 井 上 翔 太  
千葉大学 本 多 佐保美 

 
 

 
 
 
院生フォーラム（S206） 25 日（日）９：30～10：30  

研究と実践の往還について考える 
企画・進行：東京学芸大学大学院生 安 藤 江 里 

東京学芸大学大学院生 菅 原 成 美 
東京学芸大学大学院生 稲 田 啓 人 
東京学芸大学大学院生 吉 田 美 保 

院 生 フ ォ ー ラ ム  


